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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶組成物を挟持する透光性を有する第１の基板、及び第２の基板と、
　前記第１の基板と前記液晶組成物との間に設けられた、第１の電極層、第２の電極層、
遮光性を有する膜、及びスペーサとを有し、
　前記スペーサは前記遮光性を有する膜上方に設けられ、
　前記スペーサの下面はすべて前記遮光性を有する膜の上面と重畳することを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記第１の電極層、前記第２の電極層、及び前記遮光性を有する膜
は同じ材料であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　液晶組成物を挟持する透光性を有する第１の基板、及び第２の基板と、
　前記第１の基板と前記液晶組成物との間に、前記第１の基板側から順に設けられた遮光
性を有する導電膜を含む素子層、及び絶縁膜と、
　前記絶縁膜上方に第１の電極層、第２の電極層、及びスペーサとを有し、
　前記スペーサは前記遮光性を有する導電膜上方に設けられ、
　前記スペーサの下面はすべて前記遮光性を有する導電膜の上面と重畳することを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項において、前記液晶組成物はネマティック液晶、及びカ
イラル剤を含み、ブルー相を発現することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項において、前記液晶組成物は高分子化合物を含むことを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
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　透光性を有する第１の基板上方に、絶縁膜を形成し、
　前記絶縁膜に接して、第１の電極層、第２の電極層、及び遮光性を有する膜を形成し、
　前記絶縁膜及び前記遮光性を有する膜上方に、選択的に感光性樹脂層を形成し、
　前記遮光性を有する膜をマスクとして、前記第１の基板側から前記感光性樹脂層に選択
的に光を照射し、
　前記感光性樹脂層において前記光を照射した領域を除去してスペーサを形成し、
　前記絶縁膜上方に、シール材を形成し、
　前記シール材の内側に、前記第１の電極層、前記第２の電極層、及び前記スペーサに接
して液晶組成物を充填し、
　前記シール材、及び前記スペーサと接し、前記液晶組成物を封止する第２の基板を設け
ることを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項７】
　請求項６において、前記第１の電極層、前記第２の電極層、及び前記遮光性を有する膜
は同材料を用いて同工程により形成することを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項８】
　透光性を有する第１の基板上方に、遮光性を有する導電膜を含む素子層を形成し、
　前記素子層上方に、絶縁膜を形成し、
　前記絶縁膜に接して、第１の電極層、及び第２の電極層を形成し、
　前記絶縁膜を介して、前記遮光性を有する導電膜上方に、選択的に感光性樹脂層を形成
し、
　前記遮光性を有する導電膜をマスクとして、前記第１の基板側から前記感光性樹脂層に
選択的に光を照射し、
　前記感光性樹脂層において前記光を照射した領域を除去してスペーサを形成し、
　前記絶縁膜上方に、シール材を形成し、
　前記シール材の内側に、前記第１の電極層、前記第２の電極層、及び前記スペーサに接
して液晶組成物を充填し、
　前記シール材、及び前記スペーサと接し、前記液晶組成物を封止する第２の基板を設け
ることを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項９】
　請求項６乃至８のいずれか一項において、前記液晶組成物としてネマティック液晶、及
びカイラル剤を含み、ブルー相を発現する液晶組成物を用いることを特徴とする液晶表示
装置の作製方法。
【請求項１０】
　請求項６乃至９のいずれか一項において、前記液晶組成物は重合性モノマー、及び重合
開始剤を含み、
　前記液晶組成物を封止する第２の基板を設けた後、
　前記液晶組成物に光を照射し重合させることを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
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